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12 種豚に発生した増殖性腸炎（急性型） 

 

                     中央家畜保健衛生所 
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吉田 輝美・油井 武 

Ⅰ はじめに 

増殖性腸炎は Lawsonia intracellularis (Li)を原因とする伝染病で、主に豚や馬で発生す

る。豚では出血性下痢や突然死、貧血などが見られる急性型と、発育不良や慢性の下痢がみら

れる慢性型の 2 タイプに分けられる１～３）。前者は肥育期以降、後者は離乳後から肥育前期の若

い豚での発生が多い。今回、肥育豚 600 頭・母豚 60 頭・種豚 6 頭を飼養する一貫経営養豚場に

おいて、平成 24 年 6 月に 10 か月齢の種豚が血便を呈して死亡する事例があり、増殖性腸炎（急

性型）と診断されたので報告する。 

 

Ⅱ 発生状況 

    平成 24 年 3 月に茨城県から導入した種豚(デュロック)1 頭が、繁殖に供用し始めてか

ら 8 日後の同年 6 月 8 日朝、血便を呈し１時間後に死亡した。死亡前日の食欲は普通で

あったが、当日の朝は若干食べ残していた。急死の原因究明のため、畜主より病性鑑定

を依頼された。 

 

Ⅲ 材料および方法 

 １ 材料 

    当該死亡豚 1 頭を、死亡当日に剖検し検査に供した。また、抗体検査のため、平成 24

年 9 月 20 日にステージ別(2 か月齢、3 か月齢、4 か月齢、5 か月齢および繁殖用雌豚)

血清計 25 検体を採材した。 

 ２ 剖検及び病理組織学的検査 

    死亡豚を剖検し、主要臓器等を採材した。各臓器は 10％中性緩衝ホルマリン液に浸漬

後、定法に従い病理組織標本を作成し、一般染色としてヘマトキシリン・エオジン(HE)

染色を、特殊染色としてワーチン・スターリー染色およびグラム染色を行った。また、

マウス抗 Li モノクローナル抗体、ウサギ抗 Clostridium sp.抗体、ウサギ抗 Brachyspira 

hyodysenteriae serotype-A 抗体を用いて免疫組織化学的検査を実施した。 
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 ３ 細菌学的検査 

    肝臓、脾臓、腎臓、心臓、肺、心嚢水について、5%羊血液加寒天培地(CO2培養、48 時

間)および DHL 寒天培地(好気培養、24 時間)を用いて、細菌分離を実施した。また、回

腸内容を卵黄加カナマイシン含有 CW 寒天培地(嫌気培養、24 時間)で、結腸粘膜を DHL

寒天培地(好気培養、24 時間)および BJ 培地(嫌気培養、6 日間)を用いて定量培養を行っ

た。その他、回腸粘膜および結腸粘膜を材料に、豚増殖性腸炎、豚赤痢、結腸スピロヘ

ータ症について、PCR 検査４,５）を実施した。 

 ４ ウイルス学的検査 

    扁桃の凍結切片を作成し、“京都微研”豚コレラ FA(微生物科学研究所)を用いた蛍光

抗体法(以下、豚コレラ FA）により、豚コレラウイルス(以下、CSFV)抗原の検出を行っ

た。 

また、扁桃、肺、脾臓、腎臓、腸間膜リンパ節の 10%乳剤および血清を接種材料とし、

CPK-CS 細胞、MARC 細胞を用いてウイルス分離(2 代 7 日間)を実施した。 

その他、扁桃、肺、血清を材料とし、Christopher らの方法７)を用いて PRRS RT-PCR

検査を実施し、回腸内容を材料とし、Paton らの方法６)を用いて豚伝染性胃腸炎ウイル

ス(以下、TGE)RT-PCR 検査を実施した。 

 ５ Li 抗体検査 

    当該農場における Li 浸潤状況を確認するため、スライド抗原を用いた間接蛍光抗体法

による抗体検査をステージ別血清を用いて実施した。 

 

Ⅳ 成績 

１  剖検及び病理組織学的検査 

剖検では、空腸下部から直腸の管腔に血液充満が顕著に認められた。結腸および直腸

粘膜には血餅が付着しており、結腸粘膜にはうっ血がみられた(図１)。HE 染色像では、

空腸下部から結腸にかけて出血および粘膜上皮の剥離・壊死が認められた。また粘膜固

有層へのリンパ球および好中球の浸潤と、陰窩上皮の腺腫様過形成がみられた(図２)。

ワーチン・スターリー染色で空腸下部から結腸にかけての陰窩上皮細胞質内に黒色菌体

が確認された。特に空腸下部で菌体が多くみられた(図３)。回腸と結腸を用いた免疫組

織化学的検査では、菌体と一致して陰窩上皮に Li 抗原が検出された(図４)。一方、B. 

hyodysenteriae および Clostridium perfringens 抗原は検出されなかった。 
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図３ 空腸下部のワーチン・スターリー染色像（矢印は黒色に染まったコンマ状菌体） 

 

 

 

 

 

図１ 結腸の血液充満およ 

び血餅付着 

図２ 回腸の HE 染色像 

（四角で囲われた部分は陰窩上皮の腸腺腫様過形成） 
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    ワーチン・スターリー染色像         免疫組織化学的染色像 

   図４ 結腸のワーチン・スターリー染色像および免疫組織化学的染色像（抗 Li 抗体）

（矢印は染色された菌体） 

 

２ 細菌学的検査 

回腸および結腸粘膜を用いた PCR 検査において、Li 特異遺伝子が検出された。 主要

臓器および心嚢水から細菌は分離されなかった。また、結腸粘膜から Salmonella 属菌

および Brachyspira 属菌は分離されなかった。  

回腸内容から C. perfringens C 型が 1.1×10７CFU/g 分離されたが、病理組織学的検

査の結果を鑑がみ、有意でないと判断した。  

３ ウイルス学的検査 

扁桃から CSFV 抗原は検出されず、いずれの臓器からも有意なウイルスは分離されな

かった。 

RT-PCR 検査では、PRRS ウイルスの特異遺伝子が肺から検出されたが、病理組織学的

検査において、PRRS を疑う肺病変は認められなかった。また、TGE の特異遺伝子につい

ては検出されなかった。 

 ４ Li 抗体検査 

農場全体の抗体陽性率は 80%(20/25 検体)であった。ステージ別の抗体陽性率は、2

か月齢では 20%(1/5 検体)であったのに対し、3 か月齢と 5 か月齢では 100%(5/5 検体)、

繁殖豚では 100%(5/5 検体)であった。 
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Ⅴ まとめおよび考察 

血便を呈し急死した種豚の病性鑑定を実施した結果、病理組織学的検査および細菌学的検査

により増殖性腸炎と診断した。本症例は 10 か月齢であることや、消化管の重度出血を認めたこ

とから、急性型に分類した。急性型の増殖性腸炎は、その剖検所見が豚赤痢、壊死性腸炎、サ

ルモネラ症、伝染性胃腸炎や結腸スピロヘータ症と酷似しているため、これらの疾病との鑑別

が必要である８～１０）。しかし本症例ではすべて否定された。増殖性腸炎の原因菌である Li は長

期間感染力を保持するため、汚染糞便が長靴やねずみを介して運ばれると、農場全体に広まる

可能性がある。したがって、豚舎ごとの踏み込み消毒槽の設置や、日ごろの衛生管理が感染予

防に重要となる１１）。 

Li の浸潤率は世界的に極めて高く、日本でも農場の抗体陽性率は IFA 法で 95.8％１２）、ELISA

法で 100%と報告されている１３）。また、県内においても農場の抗体陽性は 100％であった１４）。

本症例の発生農場における抗体調査では、2 か月齢では抗体陽性率が低いのに対して 3 か月齢

以降のステージではほぼ 100％であった。したがって、移行抗体が消失し始める 2 か月齢前後

に感染し、その後水平感染により農場内に蔓延していることが推察された。 

 当該農場ではその後急性型、慢性型ともに発生は認められておらず、被害は確認されていな

い。今後の対応としては、畜主と相談の上、新たに発症を認めた場合や豚を導入する際に状況

に応じた対策をとることを考えている。 
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